昨夜の 十一 時 近くまで 書いて いた 日曜 附録の 原稿が 散 

つ ぱな しょっこう 

らばって いた。 点けつ 放しの 百 燭光に 照らされた ィ 

ンキの 文字が まだ 青々 していた。 その 原稿の 上に、 内 

ポケットから 取 出した 裸の ままの 〔# 「裸の ままの」 は 

底本で は 「裸の ままので 匕 千円の 札束 を 投げ出した。 そ 

れ から 素 裸体に なって、 外套 や 服 はもと ょリ、 ワイ シャ 

さるまた 

ッ から 猿股まで 検査した。 どこに も 異状の ない こと を 

たしかめてから、 モトの 通りに 着直した。 少々 寒 かつ 

た。 

きれ 

寝台の 脚に かけた フランネルの 布で 靴 を 磨き上げた。 

自動車の マットで 念入りに、 拭い 上げて おいた もので 



はあった が …… 。 

室の 隅の 洗面器で 音を立てな いように 手 を 洗った。 

立てても 差支えな いと は 思った が …… 。 

最後に 私 は 椅子の 上に 置いた 帽子 を 取上げて 叮嚀に 

ブラシ を かけた。 細かい 蜘蛛の 糸が 二す じ 三 筋 付いて 

つま の 

いたから、 特に 注意して 摘み 除け た。 ブラシに 粘り 付 

いたのと 一緒に 指先で 丸めて、 洗面器の パイプに 流し 

込んだ。 

そのまま 室の 隅の 帽子 かけに 掛けよう としたが、 そ 

の 序 に 何の 気 もな く 内側 を視 いてみ ると ギヨ ッ とし 

た。 JANYSKA と 刻印した 空色の マ ー クの 横に、 黒と 



的で コンナ 殺風景な もの をォッ 立てた のであろう …… 

なぞと 考えれば 考える 程、 私 は 不思議で たまらなく 

なって 来た。 一度 室内に 忍び込んで、 様子 を 見て やろ 

うか …… と 思った 事 も、 何度 あるか わからなかった。 

ところが 又、 そのうちに 一年 も 経って その 煙突に 火 

け つるくさ 

の 気が 通らない 証拠に、 何とかい う 葉の 大き い 蔓草が、 

根元の 方から グ ング ン 這い 登り 始めた。 その 蔓草 は 

こうじまち 

麴町 区内の C 国 公使館の 壁 を 包んで いるのと 同じ 外 

国 種の 見事な もので あつたが、 生長が 馬鹿に 早い らし 

く、 二 夏ば かり 過す うちに 絶頂の 避雷針の 処 まで 捲き 

上げて しまって、 房々 と 垂れ 下る 位に なった。 すると 



めた の は 重ね重ねの 不思議であった。 

私 は 彼女が、 わざわざ 遠方から 大久 保の 自邸に 呼び 

寄せて いる タキ シ ー の 番号 を 一 々ノ ） ^に 控えた。 そ 

の 番号から 運転手の 名前 を 探り出して、 鼻薬 を 使いな 

がら 未亡人の 行 先 を 尋ねて みると、 私の 着眼が 一 々的 

中して いる 事が 裏書き されて 来た。 …… のみならず、 

まだ 私の 知らない、 意外な 処に 在る スキャンダルの 

るつぼ 

坩堝まで も 発見す る 事が 出来た。 そんな 場所 は、 普通 

の 記者 や 探偵の 眼が 届かない 高い、 奥深い 処に 隠れて 

いるので あつたが、 そんな 方面の 秘密に 手蔓の 多い 私 

にと つて は、 かえって 便利であった ばかりでなく、 そ 



んな 坩堝の 中で 彼女と 熔け 合いに 来る 紳士た ち は 皆、 

別に 探索す る 必要 を 認めない くらい、 世間に 知れ渡つ 

ている 顔で ある 事 を 発見した。 

馬鹿馬鹿しい 話で あるが、 私 は 今更の ように 東京の 

広さに 呆れさせられた。 

そこで 私 は 潮時 を 見計らって 南 堂 家に 出入りし てい 

る タッタ 一 人の 家政婦の 自宅 を 突き止めた。 膝詰めで 

買収に かか つてみ た。 

その 家政婦の 自宅と 名前 は 可哀相な 筋合いが あるか 

ら ここに は 書かない が、 X X 戦争で 死んだ 勇士の 未 亡 

人であった こと は 間違いない。 その 癖に、 気の 弱い 中 



方を晦 ましてし まった。 キ チンと 家賃の 払い を 済まし 

て どこかへ 引越した ものら しく、 大久 保の 南 堂 家へ も 

パッ タリと 出入りし なくなった。 その代りに 若い 無 邪 

気な 小娘が、 やはり 昼間 だけ 通勤で 南 堂 家へ 通うよう 

になった。 

これ は、 たしかに 私の 不注意であった。 重要な 手が 

かり を 探す 手がかりが 全く 絶えた。 せめて その 一 人 娘 

の 嫁入 リ先 だけで も 聞いて おくと ころで あつたが …… _ 

しかし 一 方に 伯爵 未亡人が 案外に 手剛 いらし いのに 

も 驚いた。 これ は モウす こし 様子 を 見て シッ カリした 

と f J ろ を 押え てから 火蓋 を 切つ た 方が 有効、 か つ 安全 



お およ fij 

り を 入れる にしても 大凡の 見当 を 付けて からの 事に し 

なければ ならない と 考えた が、 その ァラ カタの 見当が 

な 力な 力付 力な 力 つた 

伯爵 家の 不動産が 担保に 這入リ かけて いると いう 事 

実 を、 意外な 方面から チラ リと 聞き出し たの は、 その 

頃の 事であった。 

その 話 を 聞かして くれたの は C 国 公使の グラ クス君 

であった が、 そう 聞いた 瞬間に、 これ は棄 てて おけな 

ぃぞ …… と 私 は 思った。 マ ゴマゴ している うちに 粕を 

絞らせられる ような 事に な つ て は堪ら ぬと 気が付いた 



ので、 すぐに 一通の 偽筆、 匿名の 手紙 を 書いて、 面会 

の 時日 を 東都 日報、 中央 夕刊の 二つに 広告し ろと 云つ 

て やったら、 その 翌る 朝、 まだ アバ ー トで 寝て いるう 

ちに、 東都 日報から …… という 電話が かかった。 

私 は 慌てて 飛び起きて 受話器 を 取上げた。 …… 又 事 

件 か …… と 思って、 本能 的に ィャな 顔 をしながら …… _ 

「 …… ォ 1 ィ …… 何だァ …… 」 

「 …… あの …… お 手紙 ありがとう 御座いました。 今夜 

の 十二時 半キッ カリに 自宅の 裏門で お 眼に かか リま 

しょう。 おわかりに なりまして …… 今夜の 十二時 半… 

うち 

…わたくしの 家の 裏門 …… 」 



たします」 

「 …… ハ …… たしかに …… 」 

「 …… で …… あの 新聞の 原稿 は、 お持ちに なりまして 

…：- J 

「相 済みません。 原稿と 申し ましたの は噓 です。 実は 

僕の ァ タマの 中に 在 るんで す。 原稿に して 差 上げた つ 

て 同じ 事 だと 思いました から …… 」 

「 …… まあ …… では、 あの 以外に まだ 御存じな のです 

ゝ I 

力」 

「この間、 本国へ 帰任した C 国 公使と 貴方との 御 関係 

以外に です か」 



r …… ええ …… なにほど でも …… チビ リ チビ リだ とか 

え つ て 御 面倒 じ やないで しょうか」 

ごも つ とも 

「 …… 御尤 です …… では 全部 纏めまして、 おい くら 

位 …… 」 

「貴方の 新聞 を やめて 頂く ぐらい …… 」 

「ハ ハハ。 御存じでした か。 それじゃ、 すこしお 負け 

してお きましょう。 ええと …… 只今 一 一 百 五十 七 号 を 一 一 

千 部 ほど 刷って いると ころです から、 全部、 買収して 

頂く となれば 一 万ぐ らいお 願いし なければ ならない の 

です。 私と して は 毎月 二百 円 位の 収入が なくなる 訳で 

すから ね。 しかし 何もかも 御存じの 事です から、 ズッ 



そのうちに 未亡人 は 札 を 数え 終った。 

「 …… あの …… 六 千 二百 円ば かリ 御座います。 ハシタ 

が附 きまして 失礼です けど、 用意して おいた のです か 

ら …… 」 

r …… それ は …… 多過ぎます …… 」 

「ィ イエ。 あの 失礼です けど、 わたくしの 寸志で 御座 

いますから …… 」 

「ありがとう 存じます。 お 約束 は 固く 守ります」 

私 は 思わず 頭 を 下げさせられた。 今更に 伯爵 未亡人 

の 名声が 高大な 理由 を 認めない 訳に 行かなかった。 

しかも、 こんな 場合 本能 的に、 そうした 気前 を 見せ 
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ぉ識 合いの C 国 公使の グ ラクス 君が、 ツイ この間 帰任 

しがけ に 面白い もの を 見せて くれたの です。 いわば 貴 

女の 御 不運なん です がね」 

「 …… 妾 の 不運 …… 」 

「そうです。 貴女 はグ ラクス 君が、 世界で も 有名な ミ 

ス テリ —• ハン タ ー という 事 を 御存じなかった でしよ 

う。 …… ね …… その グラ クスが 僕に 素晴らしい ネタを 

呉れた のです。 僕が 或る 珍しい 倶楽部 に 紹介して やつ 

たので、 そのお 礼の 意味で 提供して くれたんで すがね。 

お思い当りに なりません か」 

「 …… さあ。 それだけ ではね。 ちょっと …… - 



のです」 

「 …… 爪 …… 9 …：： 」 

きリ くす 

「そうなんです。 色んな 恰好 をした 少年の 爪の 切 屑な 

ん です。 十二 三人 分 も ありました ろうか …… おわかり 

になり ません か」 

「まあ。 そんな ものが 妾と 何の 関係が …… 」 

そう 云う うちに 未亡人 は 何となく 気味 わるそう な 表 

情に なった。 わざと 指環 を はめないで、 化粧 だけした 

両手の 指 を、 これ 見よ がしに 卓子の 上に 並べながら、 

ゥッ トリと 遠い 所に 眼 を 遣った。 

私 は その 視線 を 追つ かけた。 冷ややかに 笑いながら 



「そんなに シラ をお 切リ にな つ ちゃ 困ります ね」 

未亡人 は 私の 顔 を 正視した。 

r …… わたくし …… 何も 白ば くれて はおりません が… 

〜」 

「それじゃ 僕から 説明して 上げましょう か。 これで も 

貴女ぐ らいの 程度に は 苦労して いるつ もりです からね。 

じ や へび 

蛇の 道 は 蛇です よ」 

と 叱咤す るよう な 口調で 云って みた。 実は その 爪の 

屑が、 何 を 意味す る ものな のか、 この 時まで 全然 わか 

ら なかった の だから …… 。 



ホ 4 ホホ 」 

うしな 

私 は 見る見る 血の気 を 喪 つ て 行く 自分自身 を 自覚 

した。 タマラ ナイ 興奮と、 恐怖の ために 全身 ビッ ショ 

リと生 汗 を 流しながら、 身動き 一 つ 出来ずに いた。 

ごと 

これに 反して 相手 は 一 語 一 語 毎に、 その美く しさ を 

倍加して 行った。 そうして 話し 終りながら 她 何にも 誇 

らしげ に 立 上る と、 寝台の クシ ヨンの 間に 白い 両手 を 

突 込んで 探り まわして いたが、 そのうちに 一冊の 巨大 

な 緞子 張りの 画帳 をズル ズルと 引っぱり 出した。 重た 

そうに 両手で 引つ 抱えて 来て 石の ように 固くなつ てい 

る 私の 膝の 上に ソッと 置いて、 手ず から 表紙 を 繰り ひ 



「 …… ええ …… 死にたい の」 

r どうして 」 

「 …… だって 妾 は 破産して いるんで す もの」 

「 …… へ ェ …… ホン トウです か」 

「 貴方 に 上げた のが 妾の 最後の 財産よ。 今夜が 妾 の 楽 

しみのお しまいよ」 

「 …… ゥソ …… ゥソバ ッ カリ …… 」 

「噓な もんです か。 妾 は 一番お しまいに 貴方の 手に か 

かって 殺される つもりで いたのよ。 そうして 妾の 秘密 

を 洗い 泄ぃ 貴方の 筆に かけて 頂いて、 妾の 罪深い 生涯 

とむら 

を 弔って 頂こうと 思って、 それば つかり を 楽しみに 



していた のよ」 

「 ァ ヽ ヽ ヽ ヽ r ヽ ヽ ヽ ヽ 一 

一 ーゾ ノノノ ノー ゾノ ノノノ 」 

「ィ イエ。 真剣な のよ。 貴方の 手が モウ 妾の 肩に か 

かって 来る か 来る かと 思って、 待ち 焦れて いたんです 

よ」 

「 …… フ— ム …… 」 

私 は 短刀 を 片手に 提げた まま 頭 をガッ クリと 傾けた _ 

理窟 を 考えよう 考えよう としたが、 自分の 両足の 下の 

藍色の 絨緞と、 その上に 散乱した 料理 や 皿の 平面が、 

前後左右に ユラ リ ユラ リと傾 きま わるばつ かりで、 ど 

うしても 考え を 纏める ことが 出来な か つ た。 
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